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1月13日　中央公園

1月20日　マルヤガーデンズ７階

1月27日　中央公園
　　
　◎犬猫譲渡会は毎月下記予定で開催します。
第2・第4日曜日：中央公園
第3日曜日：マルヤガーデンズ７階　  　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　  　

時間：午前10時～午後3時(変更有り)
注)中央公園での開催は、悪天候の場合直前
中止になる場合もあります。


※譲渡会では、飼い主のいない猫(野良猫)の不妊手術、里親探し、地域猫についてのご相談を受け付けております。 
捕獲のむずかしい猫の場合、トラップケージ(捕獲機)の貸出をしております。
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貸出をご希望の方は、事前にご連絡下さい。

     090-8760-2092(9:00～21:00)

会で行った不妊手術数：5,659匹(12/20現在)

ご挨拶
今年も最後の会報をお届けする時期になりました。会員の皆様、県内獣医師の先生方、又関係各機関の皆様、この一年本当にお世話になり有難うございました。
会発足以来活動の中心として来た譲渡会は、月に３回中央公園とマルヤガーデンズでの開催・他に臨時に開催も致しました。年内あと３回開催予定（１２月５日現在）ですが、これまで３，７１２匹の犬猫に新しい家族を見つける事ができました。
又譲渡会と同じく継続している避妊手術の啓蒙・実施・助成ではこれまでに

５，６２６匹の子達に手術を致しました。中でも昨年の暮れから春にかけて城山・多賀山・ウオーターフロント地区の猫達２００匹を手術しました。あちこちの地域で手術済みの耳カットを施した猫達を目にされると思います。

又今年も避妊手術助成金の原資を得るための会オリジナルカレンダーを販売しました。掲載されている写真は会を通じて里親さんの元に家族として迎えられ、幸福に暮らしている犬猫達で、私達に何にも勝る喜びと元気を与えてくれました。

こうして今年１年何とか活動できましたのも献身的なスタッフの頑張りと応援して下さる方々のお力添えと心から感謝しています。しかし会の存在を知られれば知られるほど会への相談・依頼は増すばかりで、正直１０名程度のスタッフと乏しい資金で会を運営していますと、本当に辛い現状です。頑張っているスタッフへもっと活動しやすいような環境を整えてあげたい気持ちはやまやまですが、人数・時間・費用・全てが不足しています。
どうか皆様、これまでもご協力を頂戴しておりますが、できるだけ多くの心ある方にお声をかけていただき、協力者を増やすためにいっそうのお力をお貸し下さい。

あと１月足らずで２０１３年を迎えます。来る年が皆様にとっても会にとっても素晴らしい年でありますようお祈り致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
NPO法人犬猫と共生できる社会をめざす会　　　会長　杉木 和子

にゃおニャオフェスタ２０１３開催！
猫ものワークショップと猫雑貨販売、猫三昧の楽しいイベントを開催します。

日時：２月１０日（日）・１１日（祝）　１０時～１８時

場所：鹿児島市ドルフィンポート１階ドルフィンホールＢ

入場無料

ワークショップ（予約優先・当日受付可）

10日午前の部　猫型掛け時計（工房中森）

10日午後の部　猫チャーム付きフォトフレーム（ハンドメイド作家RIE）

11日午前の部　消しゴムハンコ（猫待屋）

11日午後の部　猫モチーフストラップ（Wonder Last Queen）

上記以外の出店

猫と人のいやし処 そら猫・grow・ブックノーツ　他にも出店予定有り

お問合せ・ワークショップ予約　　

090－8760－2092 （NPO法人犬猫と共生できる社会をめざす会）


動物愛護管理法の改正
皆さんもすでにご存知の通り、今年９月に『動物愛護管理法』が改正されました。昭和48年（1973年）に制定されてから、今回で3回目の改正となります。
  今回の改正では、主に動物取扱業者の犬猫の繁殖・販売に関する義務化が話題となりました。深夜の生体販売規制、インターネット販売における対面説明義務化などが挙げられます。意外に知られていないと思われるのが、飼養施設を有する非営利の動物取扱いに係る届出制度の創設、所有者責務に終生飼養の徹底などです。義務化まではいかないまでも、項目として取り上げられた事については一歩前進した部分ではないでしょうか。

私が特に注目しているのは、犬猫の『生後56日未満の販売を規制する』という点です。これまで営利や人間のエゴが優先され、動物の命が軽視されてきた現実に憤りさえ感じておりました。早過ぎる段階で親から離してしまうと“かみ癖”がついたり“しつけ”ができにくくなったりします。他にも身体的な成長に大きな影響を及ぼしてしまうケースもあります。何といっても私たち人間と一緒に暮らす上で色々な障害となることが多いのです。動物や飼い主の負担を減らすための改正は今後も積極的に追加していってほしいものです。

もう一つの注目点は、『動物虐待の定義』が今までより細かくなり、罰則についても強化されているところです。その定義には「衰弱、疾病やケガの放置、不衛生な環境での飼養」なども含まれています。虐待というと“暴力的”なイメージがありますが、適正な飼養環境ではない、すなわち動物の命を軽視した“自己中な”飼い方なども罰則の対象とされています。

人間は個々に価値観が様々ですが、動物と接する機会の多い私たち獣医師は、適正ではない飼い方への指導や勧告を行うことはもちろん、明らかに虐待の疑いがある場合は、徹底調査の上、関係機関と協力して改善へ努めなければなりません。

今回の『動物愛護管理法の改正』については、前進もありますが未だ不透明な部分も多く残っているのが現実です。この改正や時勢を機に、私たち獣医師も『終生飼養』を目標とした適正化やその啓発・意識改革へもっと取り組んでいかなければならないと思っています。

多くの動物たちが人との理想的な『共生環境』で生活できるよう、飼い主さんや動物に関係する業界全体で少しずつ理想を“形”に近づけていきましょう。



家族になったMちゃん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉木　和子
１７年前に引っ越した我が家の近所に１匹の犬が飼われていた。秋田犬と柴のミックスで我が家のワンコより二回り位大きい美犬だった。「M」ちゃんと言うそのワンコが飼い主さんと散歩している姿を見る事がないのが不思議だったが、飼い主の奥さんと親しくなるにつれて事情がわかった。家を新築したのに合わせて子供にせがまれるまま犬を飼ったものの、元々好きでもなかったので、子犬時代こそ子供が相手をしていたが、成犬になるともう餌を与えるだけになってしまったとの事。成るほど見ていると家族が帰宅し大喜びでMちゃんが飛びついても、家族４人全員が煩そうに払いのけるだけ。その後姿を見つめるMちゃんの目が悲しげで胸が痛んだ。しかし他所のワンコに勝手に手も出せず、時々散歩に連れ出したり、隠れて美味しいものを持って行ってやる事しかできない日々が何年も続いた。ここ数年は足が弱りブラッシングもシャンプーもして貰えない所為でとても汚い姿で佇んでいた。我が家の「チェリー」との散歩を羨ましそうに見つめられるのが辛く、別のルートを選んではいたが、他人が自分の家のワンコに関心を持っている事を感じさせなければ処分される可能性もあり、時々唯一世話をしている奥さんとMちゃんの話をしたりして様子を見ていた。しかしこの１年くらいで急に足腰が弱り排泄物にまみれた姿で横たわっているようになってしまった。

ある日偶然食事を持って行き奥さんと出会った時「犬が死んだらどうしたらいいんでしょうね？」と聞かれた。「友人が保健所に連れて行ったら引き取ってくれるというんですけど・・・」これは早くどうにかしないと処分されてしまうと心配になり「保健所は引きとるのではなく殺処分ですよ。安楽死と言うけど長く苦しむんです。」と説明した。そして私に知らせてもらえば私が対応しますと伝えた。このまま糞尿まみれのまま死なせるのは余りに辛いので、せめてシャンプーして何日かでも快適な状況を味あわせてやりたいと思ったからだ。

我が家のホームドクターにも了解を貰いそれから半月も経たないうちに迎えに行き入院させた。脱水症状がひどく先生から危険な状態と言われ今夜が最後とお別れをした夜もあったが、先生の懸命の処置のお陰で少し良い状態に戻してもらった。そして多分こんなに汚い子は初めてだっただろうが、病院の皆さんに綺麗にシャンプーしてもらい、綺麗なケージでの入院生活が始まり、私も初めてMちゃんを抱きしめる事ができた。それまでは余りに不潔で撫でるくらいしかできなかったのだ。一緒にケージの中で横になり腕枕をしてやると、私を穏やかなまなざしで見つめていた。

Mちゃんはそれから寝たきりではあるが自分の口からの食事ができるようになった。多分１８年の犬生の中で今が一番快適なのだろう。「ワン」とも鳴かず穏やかな表情で訪れる私を待っていてくれた。保護前１ヶ月は夜中に吼えて私を呼び、睡眠不足状態だったが安心して眠れるようになった。飼い主さんには既に亡くなったと伝えてあるし、別荘（病院）暮らしではあるが、Mちゃんは間違いなく我が家の家族になった。病院の皆さんに愛され、私を毎日待っていたMちゃんは、引き取って2ヵ月半後　8月12日9時27分先生ご夫妻と私に看取られ永眠した。「又会おうね。待っててね」私は辛い別れではなく、清々しい気持ちでしばしの別れを告げた。

先生・奥さん・スタッフのお二人、Mちゃんに代わって「有難うございました。」



犬猫譲渡会・決定数


１０月１５日～１０月２１日


子猫６匹


１０月２２日～１０月２８日


成猫５匹・子猫２匹


１０月２９日～１１月１８日


成猫２匹・子猫３匹


１１月１９日～１１月２５日


　成猫２匹・子猫８匹


　成犬１匹・子犬１匹


１１月２６日～１２月９日


子猫２匹


１２月１６日


子猫４匹


これまでの合計譲渡数：３７１５匹


猫：２８６０匹


犬：　８２２匹





鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC：ロータリー地域社会共同隊　


http://www.dog-cat-kagoshima.org/











【診察外来受付】


月・水・木・金・土・日  9:00～12:00


月・水・木・金・土     15:00～19:00


【休診日】火曜日・祝祭日・日曜午後




















〒892-0816


鹿児島市山下町15-1


かごしま市民福祉プラザ内


メールボックス11番


TEL 090－8760－2092




















平成24年11・12月号








さくらペットクリニック


〒891-0175　鹿児島市桜ヶ丘６丁目26-2


電話：099-296-8930　ＦＡＸ：099-296-8940


メール：mail@sakurapet.com


ホームページ：http://www.sakurapet.com











鹿児島市　


さくらペットクリニック 院長　永田 亜紀季









































